
１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

◇
本
日
配
布
さ
れ
た
広
報
用

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
わ
か
り

や
す
く
書
か
れ
て
い
る
が
、

一
般
の
方
々
の
手
に
は
届
い

て
い
な
い
の
が
現
状
で
は
な

い
か
。
区
役
所
や
市
役
所
に

置
い
て
も
ら
う
な
ど
の
工
夫

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

は
、
必
ず
し
も
正
し
い
情
報

の
み
で
な
く
、
中
に
は
間

違
っ
た
情
報
も
流
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

ウ
ォ
ッ
チ
し
て
い
た
だ
き
、

教
育
と
社
会
生
活
と
つ
な
げ

る
よ
う
な
普
及
活
動
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
時
間

は
か
か
る
が
長
い
目
で
き
ち

ん
と
情
報
提
供
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

﹇
計
量
士
制
度
及
び
特
殊
容

器
制
度
に
つ
い
て
﹈

◇
計
量
士
の
更
新
制
度
に
つ

い
て
、
独
立
行
政
法
人
が
主

体
と
な
る
と
あ
る
が
、
社
団

法
人
等
の
民
間
の
全
国
規
模

の
組
織
・
団
体
を
活
用
す
る

こ
と
も
、
計
量
士
の
実
態
を

踏
ま
え
た
適
切
な
講
習
等
が

可
能
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 

◇
計
量
士
が
行
政
代
行
業
務

や
適
正
計
量
管
理
事
業
所
の

業
務
を
行
う
場
合
、
中
小
企

業
診
断
士
の
よ
う
に
、
全
国

的
組
織
の
加
盟
を
義
務
付
け

た
ら
ど
う
か
。こ
れ
に
よ
り
、

計
量
士
の
実
情
を
常
に
把
握

で
き
、
一
元
的
な
活
動
を
推

進
し
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

◇
一
般
計
量
士
を
2
以
上
の

専
門
領
域
に
分
け
ら
れ
な
い

か
。
計
量
士
に
求
め
ら
れ
る

知
識
と
し
て
は
、
法
令
、
技

術
基
準
、
標
準
供
給
制
度
、

品
質
管
理
、
国
際
動
向
、
行

政
動
向
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
専
門
領
域
毎
に
必
要
と

す
る
知
識
を
定
め
、
よ
り
高

度
な
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ

う
に
誘
導
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
4
年
に
は
環
境
計
量
士

が
濃
度
関
係
と
騒
音
・
振
動

関
係
の
2
区
分
に
な
る
等
参

考
と
な
る
例
は
あ
る
。

◇
資
料
2
の
2
ペ
ー
ジ
②
8

行
目
「
強
化
す
る
べ
く
」
の

後
に
「
よ
り
多
く
の
商
品
量

目
の
立
入
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
」
と
い
う
文
言
を
追
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
計
量
士
の
更
新
年
数
に
つ

い
て
、
一
般
は
5
年
、
環
境

は
3
年
と
あ
る
が
、
そ
の
理

由
は
何
か
。
一
般
計
量
士
と

環
境
計
量
士
の
両
者
の
業
務

内
容
に
対
す
る
責
任
や
技
術

進
歩
に
大
き
な
差
は
な
い
の

で
、
環
境
計
量
士
も
一
般
計

量
士
と
同
様
5
年
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

◇
国
家
試
験
事
務
の
民
間
へ

の
委
譲
に
つ
い
て
、
当
該
業

務
が
定
型
業
務
で
あ
る
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
社
会

は
計
量
士
に
ど
の
程
度
の
技

術
を
要
求
し
て
い
る
の
か
、

ど
の
程
度
の
質
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な

ど
、
政
策
的
な
面
も
あ
る
。

国
の
関
与
も
一
定
程
度
必
要

で
あ
り
、
今
後
の
検
討
に
お

い
て
一
つ
の
視
点
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

◇
国
家
試
験
事
務
の
民
間
へ

の
委
譲
に
つ
い
て
、
独
立
行

政
法
人
の
活
用
と
あ
る
が
、

独
立
行
政
法
人
に
対
し
て

は
、
事
務
の
効
率
化
、
業
務

の
簡
素
化
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
独
立
行
政
法
人
に

決
め
ず
、
民
間
活
用
の
観
点

か
ら
幅
広
く
検
討
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

◇
計
量
士
は
社
会
の
中
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
り
う
る

と
考
え
て
い
る
。
国
家
試
験

の
民
間
開
放
と
の
関
係
で
、

社
会
の
中
で
計
量
士
を
ど
う

い
う
位
置
付
け
に
し
て
い
く

の
か
説
明
し
て
欲
し
い
。
司

法
制
度
改
革
で
は
法
科
大
学

院
を
設
け
る
な
ど
国
家
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
そ
れ

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

高
校
生
か
ら
進
ん
で
い
く
道

が
あ
る
。
計
量
士
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
し
て
も
っ
と
中
心
的
な
位

置
づ
け
を
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。 

◇
更
新
制
度
に
伴
う
研
修
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
専
門
性

を
有
し
て
い
る
と
い
う
観
点

か
ら
実
績
な
ど
も
踏
ま
え
つ

つ
、
民
間
団
体
の
活
用
を
お

願
い
し
た
い
。

鰯
議
題
4
：
計
量
制
度
検
討

小
委
員
会
W
G
の
骨
子
に
つ

い
て
 

　
第
1
W
G
座
長
の
飯
塚
幸

三
委
員
及
び
事
務
局
よ
り
資

料
7

1
に
基
づ
き
第
1

W
G
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

事
務
局
よ
り
資
料
7

2

1
及
び
資
料
7

2

2
に
基
づ
き
第
2
W
G
の
方

向
性
に
つ
い
て
並
び
に
第
3

W
G
座
長
の
今
井
秀
孝
委
員

及
び
事
務
局
よ
り
資
料
7

3
に
基
づ
き
第
3
W
G

の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
。

　
第
1
W
G
に
つ
い
て
、
各

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に

つ
い
て
は
、
当
該
意
見
を
W

G
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

更
に
検
討
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
骨

子
に
対
す
る
小
委
員
会
の
議

論
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
骨

子
に
当
該
意
見
を
付
し
て
計

量
行
政
審
議
会
に
報
告
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
第
2
W
G
及
び
第
3
W
G

に
つ
い
て
は
、
骨
子
を
小
委

員
会
と
し
て
支
持
し
、
計
量

行
政
審
議
会
に
報
告
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
等

は
以
下
の
と
お
り
。

﹇
第
1
W
G
﹈ 

◇
今
回
提
示
が
あ
っ
た
W
G

の
骨
子
に
つ
い
て
、
ま
だ
関

係
者
の
意
見
を
聴
取
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
今
後
、
修
正
・
議

論
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
理

解
で
よ
い
か
。 

◇
指
定
製
造
事
業
者
制
度
を

再
検
定
品
・
修
理
品
ま
で
適

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
資
料
中
括
弧
内

に
特
記
さ
れ
て
い
る
電
気
計

器
は
例
示
に
す
ぎ
ず
、
各
種

計
量
器
に
共
通
す
る
こ
と
で

あ
る
。
規
制
緩
和
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
異
論
は
な
い

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

慎
重
な
議
論
が
必
要
。
計
量

法
の
根
本
的
な
精
神
を
空
洞

化
し
て
は
い
け
な
い
。
修
理

品
の
方
が
新
品
に
比
べ
て
不

合
格
率
が
高
く
、
対
象
と
な

る
事
業
者
や
各
種
の
定
義
、

修
理
・
検
査
の
方
法
等
、
慎

重
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
。（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

【
お
こ
と
わ
り
】
前
回
は
3

月
　
日
開
催
の
第
8
回
会
合

10
資
料
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、

今
回
以
降
は
第
9
回
会
合
資

料
を
掲
載
し
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
項
目
や
枝
番
を
再
掲

し
ま
す
。（
編
集
部
）

◇

計
量
標
準
の
開
発
・

供
給

①
現
行
制
度
の
問
題
点

契
国
家
計
量
標
準
機
関（

）
を
頂
点

（
中
核
）
と
し
た
計
量
標
準

供
給
体
制
を
整
備
す
る
必
要

性（
2
6
2
4
号
掲
載
済
の
た

め
省
略
）

形
新
た
な
計
量
標
準
の
供
給

体
制
の
整
備
の
必
要
性

　
現
行
制
度
で
は
、
国
家
計

量
標
準
の
指
定
に
は
告
示
の

改
正
や
計
量
行
政
審
議
会
へ

の
諮
問
等
の
作
業
が
必
要
な

た
め
、
指
定
ま
で
に
一
定
期

間
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、

通
例
と
し
て
、
指
定
に
は
国

内
で
最
高
水
準
か
つ
国
際
整

合
性
の
確
保
を
可
能
と
す
る

も
の
が
前
提
に
な
っ
て
お

り
、
厳
密
な
審
査
を
要
す
る

こ
と
が
、
計
量
標
準
開
発
機

関
の
資
源
不
足
に
加
え
て
、

需
要
の
拡
大
に
迅
速
に
対
応

で
き
な
い
要
因
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
た
め
、
需
要
に
い
ち

早
く
対
応
す
る
た
め
、
海
外

の
計
量
標
準
を
利
用
し
た

り
、
産
業
界
、
学
会
等
の
関

係
者
間
の
合
意
の
下
で
利
用

さ
れ
て
い
る
民
間
の
計
量
標

準
を
暫
定
的
な
計
量
標
準
と

し
て
採
用
す
る
な
ど
、
迅
速

に
供
給
を
可
能
と
す
る
枠
組

み
の
創
設
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
計
量
標
準
を
必
要
と
す
る

分
野
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
の
需
要
を

的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ

り
、
知
的
基
盤
整
備
計
画
に

加
え
て
、
社
会
全
体
の
需
要

を
総
合
的
に
把
握
す
る
仕
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

径
国
家
計
量
標
準
の
国
際
整

合
性
を
確
保
す
る
必
要
性

　
国
際
市
場
に
お
け
る
技
術

基
準
や
規
格
の
適
合
性
を
確

保
す
る
た
め
に
、
計
量
標
準

の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
国
際

整
合
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
。
現
在
そ
の

判
断
は
、
国
家
計
量
標
準
を

供
給
す
る
機
関
の
個
別
の
判

断
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一

部
の
機
関
は
C
I
P
M
／
M

R
A
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、

国
際
整
合
性
の
確
保
が
不
十

分
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
我
が
国
の
産
業

競
争
力
を
強
化
す
る
観
点
か

ら
は
、
大
き
な
市
場
で
あ
る

欧
米
だ
け
で
は
な
く
、
生
産

拠
点
で
あ
る
ア
ジ
ア
各
国
と

も
国
際
整
合
性
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

②
新
た
な
方
向
性

契
基
本
的
考
え
方

　
国
家
計
量
標
準
の
開
発
・

（ⅰ）供
給
体
制
の
構
築
と
役
割
分

担　
我
が
国
の
国
家
計
量
標
準

の
開
発
・
供
給
を
総
合
調
整

す
る
役
割
は
計
量
法
第
1
3

4
条
に
基
づ
き
経
済
産
業
大

臣
に
あ
る
。
こ
の
総
合
調
整

機
能
を
効
果
的
・
効
率
的
に

実
施
す
る
方
策
と
し
て
、
経

済
産
業
省
及
び
N
M
I
J
の

「
企
画
」
と
「
実
施
」
の
役

割
分
担
を
再
整
理
す
る
。
ま

た
、
こ
の
機
能
を
十
分
に
活

用
し
、
我
が
国
の
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
た
開
発
・
供

給
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
の
役
割
を
明

確
化
す
る
。

　
国
家
計
量
標
準
を
整
備
す

（ⅱ）る
総
合
調
整
機
能
の
充
実

　
新
た
な
分
野
で
整
備
す
べ

き
計
量
標
準
の
需
要
が
急
速

に
拡
大
し
、
必
要
な
知
見
が

多
岐
に
渡
っ
て
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
長

期
的
に
整
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
、
国
家
計
量
標
準
整

備
に
係
る
総
合
調
整
機
能
を

充
実
さ
せ
る
。

　
社
会
的
要
請
に
対
応
で
き

（ⅲ）る
供
給
制
度
の
創
設

　
国
家
計
量
標
準
整
備
に
関

す
る
社
会
的
要
請
が
急
速
に

拡
大
し
て
い
る
状
況
に
対
応

し
て
、
海
外
の
計
量
標
準
や

民
間
の
計
量
標
準
等
を
用

い
、
計
量
標
準
の
整
備
・
供

給
を
効
率
的
か
つ
迅
速
に
行

う
供
給
制
度
を
創
設
す
る
。

　
需
要
を
把
握
す
る
仕
組
み

（ⅳ）の
構
築

　
校
正
事
業
者
や
ユ
ー
ザ
ー

の
需
要
に
対
応
し
て
、
国
家

計
量
標
準
等
の
供
給
を
適
切

に
行
う
に
は
、
需
要
を
的
確

に
汲
み
取
る
こ
と
が
前
提
と

な
る
こ
と
か
ら
、
経
済
産
業

大
臣
（
経
済
産
業
省
及
び
N

M
I
J
）
が
、
産
業
界
、
学

会
、
関
係
府
省
等
の
協
力
を

得
つ
つ
、
様
々
な
分
野
の
情

報
や
需
要
を
円
滑
か
つ
十
分

に
収
集
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
。

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

（第三種郵便物認可） 2006年（平成 18年）4月23日（日）（4）第 2627 号

審
議
会
情
報
を
チ
ェッ
ク
　！！

計
量
法
改
正
情
報
B
O
X

（
2
6
2
5
号
鵜
面
の
つ
づ
き
）

第
3
回
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

議
事
要
旨
柑
　
2
月
　
日
、経
済
産
業
省

21

（
3
月
　
日
付
2
6
2
4
号
右
面
の
つ
づ
き
）

26

第
3
W
G
の
報
告
書（
案
）芋

4
月
　
日
開
催
、
経
済
産
業
省
別
館
1
1
2
0
会
議
室

14

【4月 23日】過去の『今日の計量新報ニュース』
<TODAY>▽〈経産省〉「社会人基礎力に関する
緊急調査」の結果について▽〈大阪府〉「よくあ
る質問集」の「登録業務等」を追加しました▽
〈アタゴ〉標準液 Bx15 / Bx20 / Bx35 / Bx50 / 
Bx70 販売中止▽〈理研〉躁うつ病（双極性障害）
にミトコンドリア機能障害が関連▽〈日工会〉 韓
国機械産業振興会 (KOAMI)自動翻訳システム
（無料）のお知らせ
<しばらく掲載>▽〈JEMIC〉 国際バイオEXPO
に出展▽〈産総研〉固液界面における量子ドット
結晶成長初期過程の解析▽〈ニコン〉 「画像診断
支援ソフトGS-1 Ver.7.0」の発売について▽〈経
産省〉人間生活技術戦略～五感で納得できる暮ら
しを目指して▽〈大阪府〉計量士登録の登録免許
税について▽〈A&D〉組織新設及び人事異動に
関するお知らせ▽〈日本ガス機器検査協会〉平成
18年度公示検査を実施します▽〈日本ガス協会〉 
会長会見要旨▽〈東京計装〉｢第 22回国際計量計
測展｣ Webレポート▽〈朝日〉クボタ、住民に最
高 4600万円：石綿救済で合意▽〈NITE/MLAP〉
登録免許税について▽〈日本適合性認定協会〉
JAB 試験所・校正機関認定制度「不確かさセミ
ナー」の開催について▽〈共同通信〉自然界最強
の接着剤あった▽〈経産省〉「地域団体商標制度」
に係る商標登録出願の受付開始について▽〈厚労
省〉平成 18年ゴールデンウィーク期間中におけ
る連続休暇の実施予定状況調査結果▽〈佐藤計量

器製作所〉本体へのタッチや音で表示LEDの色
が美しく変わるレインボーサーモシリーズを発
売します▽〈産総研〉実際の排出ガスを使った酸
化触媒性能の新たな評価手法▽〈理化学研究所〉
抗ウイルス免疫発動機構の解明▽〈横河電機〉高
速・高トルクDDモータ用駆動ドライバ「インテ
リジェントドライバDrvGⅢ4kW」と「インテ
リジェントドライバDrvP Ⅲ 4kW」発売のお知ら
せ▽〈計工連〉2006/2007 計量計測機器総覧を刊
行いたしました。▽〈オムロン〉ＩＣタグの需要
増に対応し、タグインレット生産ラインを滋賀県
の水口工場に新設 2006 年 6 月末には年間 2.5 億
枚の生産能力に増強▽〈経産省〉「元気なモノ作
り中小企業300社」の公表について▽〈大和製衡〉
INTERMEASURE2006 ご来場のお礼▽〈毎日〉
都教委：職員会議で挙手や採決禁止、校長の効率
的運営狙い▽〈ロボット工業会〉「安全保障貿易
説明会」開催（2006年 4月 26日（水））のご案
内▽〈日本規格協会〉JRCAからのお知らせ－新
審査員評価登録制度に対するパブリックコメン
トの募集▽〈テルモ〉新スタイルの健康番組『カ
ラダのキモチ』を単独提供▽〈経産省〉工業標準
化法に基づく家庭用塗料製造工場に対する立入
検査結果 について（続報）▽〈朝日〉人類の進
化、440万年前のラミダス猿人から道筋▽〈チ
ノー〉グラフィックレコーダ KR2000 シリーズ発
売▽〈JEMIC〉電気計器技術課題等研究会からの
お知らせ
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